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本号では『凍った波紋』(1970 毎日新聞社)と『北京悠々館』(1971 講談社)を取り上げました。なお、

『凍った波紋』の初出は、『サンデー毎日』1969年7月27日号～70年5月24日号で、『北京悠々館』は書き下ろし

です。まず、徳間文庫版『凍った波紋』各務三郎氏の「解説」を抜粋引用します。 (編集委員 橘雄三)

作
者
が
『
北
京
悠
々
館
』(

一
九
七
一)

あ

た
り
か
ら
急
速
に
推
理
小
説
か
ら
遠
ざ
か
っ

た
の
は
、
さ
び
し
い
。
『
枯
草
の
根
』(

一
九

六
一)

で
登
場
し
た
名
探
偵
に
し
て
桃
源
亭
主

人
、
陶
展
文
の
大
人
ぶ
り
を
愛
す
る
一
人
と

し
て
、
な
ぜ
遠
ざ
か
っ
た
の
か
と
、
理
由
を

推
理
し
た
く
な
っ
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
『
凍
っ
た
波
紋
』
に
普
通
小
説
へ

の
移
行
の
理
由
を
発
見
し
た
。

た
と
え
ば
ー
フ
カ
ミ･
パ
ー
ル
の
一
人
娘
知

子
が
、
好
も
し
く
思
っ
て
い
る
若
波
に
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
さ
ぐ
り
を
い
れ
る
シ
ー
ン
。

「
等
さ
ん
の
お
家
が
淡
水
真
珠
で
よ
か
っ
た

ひ
と
し

わ
ね
」

フ
カ
ミ･

パ
ー
ル
の
一
社
員
に
す
ぎ
な
い
若

波
を
名
前
で
呼
ぶ
意
味
合
い
も
含
め
て
、
知

子
は
そ
の
言
葉
に
恋
人
同
士
な
ら
抱
き
が
ち

の
共
犯
意
識
を
こ
め
て
い
る
。
こ
れ
が
描
写

力
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
が
、
つ
づ
い
て
、

「…
･

こ
れ
な
ど
も
際
ど
い
発
言
で
あ
る
。

フ
カ
ミ･

パ
ー
ル
は
、
ほ
と
ん
ど
淡
水
真
珠

を
扱
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
深
見
、

若
波
の
両
家
は
同
業
と
い
っ
て
も
、
火
花
を

散
ら
す
直
接
の
ラ
イ
バ
ル
で
は
な
か
っ
た
。

彼
女
の
こ
と
ば
は
、
二
人
が
結
ば
れ
る
う
え

で
障
害
が
す
く
な
い
こ
と
を
、
暗
示
し
て
い

る
の
だ
っ
た
」

と
、
作
者
は
、
セ
リ
フ
描
写
の
裏
を
説
明

・

・

・

・

し
に
か
か
る
。
サ
ー
ヴ
ィ
ス
精
神
の
発
揮
で

あ
る
。
描
写
し
た
の
ち
に
説
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
し
た
ら
、
小
説
家
は
た
だ
疲
労
す

る
の
み
で
あ
る
。

大
上
法
心
殺
害
の
犯
行
現
場
で
あ
る
草
む

ら
に
腹
ば
い
に
な
っ
て
、
草
い
き
れ
を
吸
い

こ
ん
だ
と
き
の
世
能
警
部
の
感
慨
に
つ
い
て
、

「
そ
れ
は
生
命
の
に
お
い
で
あ
る
。
生
き
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
も
の
の
に
お
い
で
あ
る
。

生
命
が
お
び
や
か
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
守

る
た
め
に
、
人
間
は
あ
が
き
な
が
ら
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
し
か
ね
な
い
の
だ
。

そ
う
思
う
と
、
草
い
き
れ
が
急
に
な
ま
ぐ

さ
く
か
ん
じ
ら
れ
た
」

と
描
写
す
る
。
こ
こ
で
は
作
者
は
説
明
の

要
も
感
じ
て
い
な
い
。
肩
の
力
を
抜
き
な
が

ら
、
法
心
殺
害
の
裏
に
立
ち
の
ぼ
り
は
じ
め

た
ま
が
ま
が
し
い
空
気
の
ゆ
れ
を
伝
え
て
い

・

・

る
。だ

が
、
描
写
ー
説
明
の
く
り
か
え
し
は
、

発
進
ー
停
止
を
く
り
か
え
す
自
動
車
の
よ
う

に
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
を
起
す
。

推
理
小
説
は
、
レ
ッ
ク
ス
・
ス
タ
ウ
ト
も

指
摘
し
た
よ
う
に
勧
善
懲
悪
の
物
語
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
作
中
人
物
像
も
プ
ロ
ッ
ト
の
犠

牲
に
な
り
や
す
い
。
と
こ
ろ
が
、
小
説
一
般

は
虚
実
皮
膜
の
間
に
あ
る
物
語
と
善
悪
さ
だ

か
な
ら
ぬ
作
中
人
物
の
挙
げ
る
指
、
運
ぶ
足

ど
り
に
心
理
の
発
汗
を
う
か
が
う
と
こ
ろ
が

あ
る
。
推
理
小
説
家
で
あ
ろ
う
と
し
た
作
者

は
、
デ
ィ
レ
ン
マ
に
立
た
さ
れ
る
。
省
略
を

き
か
せ
た
描
写
で
、
は
た
し
て
読
み
手
は
想

像
力
を
働
か
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
？

こ
う
し
て
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
し
、
普
通
小

説
へ
移
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
『
凍
っ

た
波
紋
』
は
、
冒
険
小
説
の
裏
を
書
い
た
も

の
。
表
を
書
か
な
か
っ
た
の
は
、
陳
舜
臣
に

と
っ
て
戦
争
の
悲
劇
が
な
ま
な
ま
し
す
ぎ
た

せ
い
で
も
あ
る
。
敗
戦
後
の
一
時
期
、
家
業

の
貿
易
に
た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
、
裏
を
書
く

と
し
た
ら
、
歴
史
物
語
に
託
す
る
し
か
な
い

と
考
え
た
は
ず
で
あ
る
。
中
国
史
を
透
し
見

て
、
権
謀
術
数
の
廃
址
か
ら
『
秘
本
三
国
志
』

（
一
九
七
四
）
な
る
冒
険
小
説
を
復
元
し
て

い
る
こ
と
が
、
そ
の
証
拠
で
あ
る
。

一
九
八
三
年
四
月

各
務
三
郎

■
本
号
で
取
り
上
げ
た
二
作
の
あ
と
、
長
編

推
理
小
説
と
な
る
と
、
『
失
わ
れ
た
背
景
』

(

一
九
七
三)

、
『
虹
の
舞
台
』(

一
九
七
三)

、

『
闇
の
金
魚
』(

一
九
七
七)

、
『
燃
え
る
水

柱
』(

一
九
七
八)

く
ら
い
し
か
思
い
浮
か
び

ま
せ
ん
。
陳
舜
臣
さ
ん
の
執
筆
傾
向
は
、
圧

倒
的
に
中
国
も
の
に
傾
斜
し
て
い
き
ま
す
。

徳
間
文
庫
版
『
凍
っ
た
波
紋
』
「
解
説
」

小
見
出
し
、及
び
傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆

徳間文庫版表紙

◆『
凍
っ
た
波
紋
』『
北
京
悠
々
館
』
あ
た
り

か
ら
急
速
に
推
理
小
説
か
ら
遠
ざ
か
る

◆
普
通
小
説
へ
移
行
の
理
由
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神
戸
六
甲
山
中
で
盗
み
撮
り
専
門
の
カ

メ
ラ
マ
ン
大
上
法
心
が
墜
落
死
し
た
。
県

警
の
世
能
警
部
が
捜
査
に
乗
り
だ
す
が
。

つ
づ
い
て
大
上
の
友
人
で
あ
る
増
中
利
秋

が
琵
琶
湖
で
淡
水
真
珠
の
養
殖
水
槽
に
首

を
突
っ
込
み
、
怪
死
し
て
し
ま
っ
た
。
二

人
と
も
戦
時
中
、
中
国
で
特
務
工
作
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
世
能
は
背
後

関
係
を
洗
う
が
、
歴
史
の
闇
に
は
ば
ま
れ
、

謎
は
深
ま
る
ば
か
り…

。
真
珠
と
特
務
工

作
と
い
う
光
と
闇
を
舞
台
に
歴
史
に
弄
ば

れ
た
者
の
宿
命
を
描
く
長
編
推
理
小
説
。

■
神
戸
の
山
本
通
に
あ
る
フ
カ
ミ･

パ
ー

ル
は
、
三
階
建
、
ブ
ル
ー
・
タ
イ
ル
の
建

物
で
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
芝
生
の
庭

が
つ
い
て
い
て
、
い
か
に
も
く
つ
ろ
い
だ

か
ん
じ
だ
っ
た
。
一
階
が
事
務
所
、
二
階

が
加
工
場
、
三
階
は
店
員
の
寝
泊
り
す
る

場
所
と
な
っ
て
い
る
。
庭
を
へ
だ
て
て
、

雪
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
に
白
い
、
瀟
洒
な
建

し
ょ
う
し
ゃ

物
が
あ
り
、
そ
れ
が
社
長
の
家
族
の
住
宅

な
の
だ
。(

文
庫
版P

.1
0)

■
山
本
通
四
丁
目
に
移
住
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。
戦
前
は
国
立
海
外
移
民
収
容
所
と
い
っ

て
、
南
米
へ
の
集
団
移
民
を
出
港
ま
で
こ

こ
に
収
容
し
て
、
現
地
事
情
な
ど
の
講
習

を
し
た
。
戦
時
中
は…

。

戦
後
は
移
住
斡
旋
所
と
な
り
、
さ
ら
に

移
住
セ
ン
タ
ー
と
名
を
変
え
た
。
石
川
達

三
の
『
蒼
氓
』
に
、…

。

そ
う
ぼ
う

そ
の
移
住
セ
ン
タ
ー
の
西
は
し
か
ら
、

再
度
山
ド
ラ
イ
ブ
・
ウ
ェ
イ
が
山
に
む
か
っ

て
の
び
て
い
る
。
車
で
二
分
そ
こ
そ
こ
行

く
と
、
『
閣
道
深
』
と
い
う
額
を
か
か
げ

た
ト
ン
ネ
ル
に
さ
し
か
か
る
。
ト
ン
ネ
ル

の
入
口
の
北
側
に
階
段
が
あ
っ
て
、
そ
こ

を
登
っ
た
と
こ
ろ
が
『
太
子
の
森
』
な
の

だ
。(

文
庫
版P

.1
9)

『
太
子
の
森
』
で
『
ミ
ニ
に
真
珠
！
』

の
撮
影
が
行
わ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
で
、

大
上
法
心
の
死
体
が
見
つ
か
っ
た
。

●
深
見
観
三

五
十
六
歳
。
宝
石
商
の
老

舗
「
フ
カ
ミ
」
の
御
曹
司
。
株
式
会
社
フ

カ
ミ･

パ
ー
ル
社
長
。
商
売
に
は
あ
ま
り

熱
心
で
な
い
。
美
術
を
愛
好

●
深
見
照
子

観
三
の
後
妻
。
結
婚
し
て

二
十
数
年
。
「
フ
カ
ミ･

パ
ー
ル
は
照
子

夫
人
の
力
で
今
日
の
大
を
な
し
た
」
と
い

う
の
が
業
界
の
常
識
。

●
深
見
知
子

観
三
と
照
子
の
娘
。
英
文

科
の
学
生
、
二
十
歳
。
大
上
法
心
、
増
中

利
明
の
死
が
フ
カ
ミ･

パ
ー
ル
に
影
を
落

と
し
て
い
る
こ
と
に
悩
む
。
心
の
支
え
は

若
波
等
の
存
在

●
深
見
時
子

観
三
の
姉
、
六
十
歳
。
夫

が
戦
死
し
、
戦
後
、
実
家
に
帰
っ
て
そ
の

ま
ま
居
つ
い
て
い
る

●
相
生
説
子

四
十
八
歳
。
観
三
の
先
妻
。

あ
い
お
い

関
西
財
界
の
名
門
、
相
生
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

の
一
人
娘
。
深
見
本
家
の
一
族
に
絶
望
し

て
離
婚
。
離
婚
後
、
二
十
三
年
、
実
家
に

戻
っ
て
独
身
の
ま
ま
、
有
閑
マ
ダ
ム
の
生

活
を
つ
づ
け
て
い
る

●
相
生
至

説
子
の
従
兄
、
三
年
前
に
妻

い
た
る

を
亡
く
す
、
六
十
六
歳
。
陸
軍
士
官
学
校

に
進
ん
だ
が
、
太
尉
で
退
役
。
退
役
後
、

特
務
機
関
に
関
係
し
大
陸
に
滞
在
し
た
。

照
子
を
仕
事
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
深

見
観
三
に
紹
介

●
若
波
等

フ
カ
ミ･

パ
ー
ル
勤
務
。
英

ひ
と
し

語
が
達
者
、
通
訳
も
。
湖
東
加
工
水
産
の

社
長
の
弟

●
大
上
法
心

五
十
代
半
ば
。
僧
籍
に
あ

お
お
が
み
ほ
う
し
ん

る
と
い
い
、
坊
主
頭
。
毎
日
、
カ
メ
ラ
を

提
げ
て
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
。
盗
み
撮
り

の
名
人
と
か

●
増
中
利
明

フ
カ
ミ･

パ
ー
ル
営
業
部

長
。
増
中
を
番
頭
格
に
採
用
し
た
の
は
社

長
夫
人

●
所
是
行

儲
か
る
こ
と
な
ら
、
何
に
で

と
こ
ろ
こ
れ
ゆ
き

も
手
を
出
す
ブ
ロ
ー
カ
ー
。
ト
ー
ア
ロ
ー

ド
の
ビ
ル
に
事
務
所
を
置
く

●
五
味
得
一

ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
デ
ザ
イ

ナ
ー

●
唐
世
道

台
湾
出
身
の
真
珠
商

と
う
せ
い
ど
う

●
羅
究
遠

香
港
の
青
年
実
業
家
、
二
十

ら
き
ゅ
う
え
ん

七
歳
。
細
面
の
美
青
年
。
香
港
で
真
珠
の

養
殖
を
す
る
た
め
に
研
究
中
。
既
に
半
年
、

日
本
に
滞
在
。
唐
世
道
の
バ
イ
ヤ
ー

●
ヘ
レ
ン･

バ
ー
ト
ン

ア
メ
リ
カ
人
コ
ー

ル
ガ
ー
ル
。
北
野
町
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、
コ

ウ
ベ
・
ヴ
ィ
ラ
に
住
む

●
世
能
警
部

兵
庫
県
警
の
警
部

せ

の

う

作
品
の
舞
台

毎日新聞社版表紙

『
凍
っ
た
波
紋
』
文
庫
本
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

深見家相生家系図

再度山ドライブ・ウェイの入口
中央上端に「閣道深」の額
右手に進むと追谷墓地

主
な
登
場
人
物
紹
介
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『北京悠々館』 キャッチコピー ＆ 登場人物 ほか

『北京悠々館』は陳舜臣長編推理小説の中でもよ
く読まれた作品のようです。
「乱歩賞作家書下しシリーズ」
の第一回配本として、1971年に講
談社から出版されたあと、同社文
庫本として1976年に、更に、徳間
文庫(1989)から、そして集英社文
庫(1998)でも出版されています。
４点すべての表紙画像をこの頁

に紹介します。

一
九
〇
三
年
、
日
露
戦
争
前
夜
の
北

京
。
満
州
を
め
ぐ
っ
て
の
、
日
本
、
ロ

シ
ア
の
虚
々
実
々
の
駆
引
き
、
清
国
政

府
要
人
へ
の
買
収
工
作
。
ロ
シ
ア
と
清

国
が
秘
密
に
協
定
!?
窮
地
に
追
い
こ
ま

れ
た
日
本
は
、
巨
額
の
買
収
費
を
用
意
。

パ
イ
プ
役
は
日
本
側
は
古
美
術
商
土
井

策
太
郎
、
清
国
側
は
拓
本
取
り
の
名
人

文
保
泰
、
場
所
は
文
の
工
房
悠
々
館
。

大
金
授
受
の
直
後
、
内
側
か
ら
閂
の
か

か
っ
た
そ
の
工
房
で
文
は
殺
さ
れ
、
金

も
消
え
て
い
た
。
完
全
な
密
室
殺
人
!!

激
動
の
清
朝
末
期
を
鮮
や
か
に
捉
え
た

歴
史
推
理
文
学
の
傑
作
！

●
土
井
策
太
郎

家
業
は
書
画
骨
董
商
。

父
の
親
友
で
同
業
の
鹿
原
氏
の
経
営
す

る
鹿
原
商
会
に
預
け
ら
れ
、
商
売
の
見

習
い
を
し
て
い
る
。
二
年
前
、
義
和
団

事
件
直
後
の
北
京
で
、
拓
本
取
り
の
名

人
文
保
泰
に
気
に
入
ら
れ
、
拓
本
の
技

法
を
マ
ス
タ
ー
。
今
回
、
外
務
省
に
い

る
同
郷
の
先
輩
か
ら
の
「
北
京
へ
行
っ

て
那
須
啓
吾
に
会
っ
て
く
れ
」
と
の
依

頼
・
半
ば
命
令
で
、
再
び
北
京
へ
。
北

京
で
会
っ
た
那
須
は
、
「
文
保
泰
に
近

づ
き
、
ご
機
嫌
を
取
り
結
ん
で
お
い
て

く
れ
」
と
言
う
が…

●
那
須
啓
吾

ベ
テ
ラ
ン
の
諜
報
員
。

策
太
郎
の
外
国
語
学
校
の
先
輩
。
北
京

内
城
、
金
魚
胡
同
の
宿
舎
に
住
む
。
当

時
、
ロ
シ
ア
と
の
早
期
開
戦
を
も
く
ろ

む
日
本
は
、
早
期
開
戦
の
障
害
と
な
る

ロ
シ
ア
、
清
国
の
動
き
を
阻
止
し
よ
う

と
、
諜
報
活
動
・
謀
略
に
躍
起
と
な
っ

て
い
た
。
那
須
啓
吾
は
、
北
京
に
お
け

る
こ
の
活
動
の
一
端
を
担
っ
て
い
た

●
王
麗
英(

ワ
ン
リ
ー
イ
ン)

江
蘇
省

出
身
、
北
京
在
住
。
か
つ
て
、
東
京
の

女
子
師
範
に
留
学
。
政
治
的
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
。
東
京
時
代
、
土
井
策
太

郎
と
面
識
あ
り

●
李
濤(
リ
ー
タ
オ)

日
本
留
学
の
経

験
が
あ
る
。
政
治
的
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
。
東
京
時
代
、
土
井
策
太
郎
と
面

識
あ
り

●
文
保
泰(

ウ
エ
ン
パ
オ
タ
イ)

拓
本

技
法
の
名
人
。
裕
福
な
素
封
家
。
鉄
獅

子
胡
同
に
屋
敷
を
も
つ
。
敷
地
内
に
新

し
く
仕
事
場
を
造
り
『
悠
々
館
』
と
名

づ
け
て
い
る
。
西
太
后
ー
慶
親
王
ー
那

桐
の
ラ
イ
ン
に
繋
が
る
民
間
の
パ
イ
プ

役●
芳
蘭(

フ
ァ
ン
ラ
ン)

二
十
二
歳
の

美
女
。
那
桐
が
慶
親
王
か
ら
預
か
り
、

さ
ら
に
、
那
桐
の
紹
介
で
文
保
泰
邸
の

召
使
い
に

●
老
劉(

ラ
オ
リ
ュ
ウ)

文
保
泰
家
の

下
働
き

●
慶
親
王

西
太
后
を
別
格
と
す
る
と
、

最
高
の
実
力
者
。
軍
機
大
臣
。
外
務
部

総
理
大
臣

●
那
桐(

ナ
ー
ト
ン)

慶
親
王
に
最
も

近
い
政
界
の
大
立
者
。
外
務
部
尚
書
、

同
会
弁
大
臣
、
歩
軍
統
領

●
袁
世
凱

直
隷
総
督
。
李
鴻
章
亡
き

後
、
軍
権
を
握
る

●
レ
ッ
サ
ー

ロ
シ
ア
公
使

●
振
貝
子(

し
ん
ば
い
し)

慶
親
王
の

長
男
。
若
く
し
て
「
商
部
」
の
尚
書

●
張
紹
光(

チ
ャ
ン
シ
ャ
オ
ク
ワ
ン)

探
偵
術
の
専
門
家
、
二
十
八
歳
。
慶
寛

け
い
か
ん

(

紫
禁
城
の
忍
者
の
頭
目)

の
卵
。
探
偵

術
の
勉
強
に
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
。

振
貝
子
に
気
に
入
ら
れ
て
い
る

■
こ
の
作
品
に
は
主
人
公
は
い
る
の
だ

ろ
う
か
？
土
井
策
太
郎
が
主
人
公
？
と
、

思
案
し
な
が
ら
読
み
進
む
こ
と
に
。
け

れ
ど
、
結
局
、
彼
は
最
後
ま
で
、
あ
ま

り
重
き
を
な
さ
な
い
。
狂
言
回
し
程
度

で
終
る
。
一
方
、
張
紹
光
の
存
在
が
大

き
い
。
謎
解
き
は
張
の
役
か
と
思
え
る

の
だ
が
、
こ
の
人
物
、
こ
ち
ら
側
の
人

間
か
向
こ
う
側
か
、
つ
ま
り
、
味
方
か

敵
か
、
確
信
の
な
い
ま
ま
読
み
進
み
、

終
盤
を
迎
え
る
こ
と
に
。

■
作
中
時
間
及
び
舞
台

日
露
戦
争

(

一
九
〇
四
～
〇
五)

前
夜
、
つ
ま
り
、

一
九
〇
三
年
の
北
京
が
舞
台

■『北京悠々館』表紙画像4点

『
北
京
悠
々
館
』
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

主
な
登
場
人
物

ほ
か

講談社版表紙

講談社文庫版 ➔
徳間文庫版
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方壺園 北京悠々館

時代 唐の時代　　818、８１９年 日露前夜の1903年

場所
唐の都長安、豪商・崔朝宏の
邸内にある「方壺園」(方形
の壺のような建物)

清朝末期の北京。拓本技法の
名人文保泰の工房、「悠々館」

トリック 密室殺人 密室殺人

事件

拓本を取る石碑の上に被さるよ
うにして動かない文保泰の肩甲
骨には、おもちゃの剣ていどの
刃物が刺さっていた。その傷口
から血が、石碑の表面にこぼれ
落ちていた。そして、もう一つの
異変、文保泰に渡したばかりの
大金が消えていた

内側から閂のかかった方壺
園で詩人・高佐庭の死体が
見つかる。寝台に寝た状態
で、銅製の剣が心臓を少しは
ずれて刺さっていた。布団は
乱れず、その中に入れた両手
は少しも動いていなかった。
刺殺以外にも死因が？

2022.9.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.80 ＜ ４ ＞

『凍った波紋』 の舞台は陳さん熟知の生活圏

抜
粋
引
用
し
ま
す
。

真
珠
商
は
選
別
や
加
工
の
場
所
が
必
要
な
の
で
、
彼
ら
は

お
も
に
住
宅
地
域
で
あ
る
山
手
方
面
に
、
か
な
り
大
き
な
店

を
構
え
て
い
る
。

神
戸
の
山
本
通
に
あ
る
フ
カ
ミ･

パ
ー
ル
は
、
三
階
建
、

ブ
ル
ー
・
タ
イ
ル
の
建
物
で
、
一
階
が
事
務
所
、
二
階
が
加

工
場
、
三
階
は
店
員
の
寝
泊
り
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

(

文
庫
版P

.9
-1
0)

山
本
通
四
丁
目
に
移
住
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

そ
の
移
住
セ
ン
タ
ー
の
西
は
し
か
ら
、
再
度
山
ド
ラ
イ
ブ
・

ウ
ェ
イ
が
山
に
む
か
っ
て
の
び
て
い
る
。

(

文
庫
版P

.
19
)

陳
舜
臣
さ
ん
は
、
一
九
六
五
年
か
ら
五
年
ほ
ど
、
移
住
セ
ン

タ
ー
の
近
く
、
山
本
通
四
丁
目
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
陳
さ
ん

宅
の
す
ぐ
西
に
は
、
村
田
真
珠
の
社
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
村
田

真
珠
以
外
に
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
当
時
、
再
度
山
ド
ラ
イ
ブ
・
ウ
ェ
イ
の
ト
ン
ネ
ル
入

口
横
か
ら
山
に
入
り
、
太
子
の
森
を
抜
け
て
再
度
山
に
登
る
の

が
陳
さ
ん
の
日
課
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
風
に
、
小
説
の

舞
台
は
、
陳
さ
ん
に
と
っ

て
、
勝
手
知
っ
た
生
活
圏

だ
っ
た
の
で
す
。

「
玉
嶺
よ
ふ
た
た
び
」(

昭
和
四
十
四
年)

お
よ
び

「
孔
雀
の
道
」(

同
年)

で
日
本
推
理
作
家
協
会
賞
を

授
け
ら
れ
た
氏
は
、
こ
こ
に
「
北
京
悠
々
館
」
を
完

成
し
た
。
時
代
は
清
末
、
日
露
の
風
雲
急
な
明
治
三

十
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
清
国
と
密
約
を

結
べ
ば
、
開
戦
の
大
義
名
分
に
困
る
日
本
は
、
清
国

要
人
を
買
収
し
て
、
密
約
締
結
の
阻
止
を
は
か
ろ
う

と
す
る
。

緊
迫
し
た
国
際
情
勢
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
骨
董

商
の
日
本
青
年
と
、
拓
本
技
法
随
一
の
中
国
人
が
焦

点
と
な
っ
て
、
密
室
殺
人
と
大
金
の
消
失
の
謎
が
提

出
さ
れ
る
。
舞
台
設
定
の
心
憎
い
ば
か
り
の
巧
み
さ

は
、
氏
の
独
壇
場
で
あ
り
、
歴
史
の
背
後
に
あ
る
哀

歓
に
ま
で
作
者
の
目
は
注
が
れ
て
い
る
。

(

傍
線
は
編
集
委
員)

文
中
、
王
麗
英
を
描

ワ
ン
リ
ー
イ
ン

写
し
た
く
だ
り
で
す
。

前
髪
を
額
に
垂
ら
し

て
、
眉
す
れ
す
れ
に
そ

ろ
え
て
切
っ
た
、
い
わ

ゆ
る
劉
海
髪
が
、
彼
女

に
は
よ
く
似
合
っ
た
。

(

講
談
社
版p

.
1
9
)

女
性
や
小
さ
い
子
供
の
揃
え
て
切
ら
れ
た
前
髪
の
こ

と
で
す
。
唐
の
時
代
、
仙
人
に
仕
え
る
劉
海
と
い
う
子

供
が
こ
ん
な
前
髪
の
姿
を
し
て
い
た
こ
と
が
由
来
の
よ

う
で
す
。
画
像
は
イ
メ
ー
ジ
。
ネ
ッ
ト
よ
り
。

『
北
京
悠
々
館
』
を
読
ん
で
、
す
ぐ
に
、
『
方
壺
園
』

が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
時
代
及
び
場
所
は
異
な
り
ま

す
が
、
ど
ち
ら
も
、
中
国
の
建
物
で
の
密
室
事
件
で
す
。

左
に
『
方
壺
園
』
と
『
北
京
悠
々
館
』
を
比
較
し
て

み
ま
し
た
。
ま
だ
、
お
読
み
で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、

『
方
壺
園
』
も
併
せ
て
お
読
み
下
さ
い
。

■
中
島
河
太
郎
氏
「
解
説
」
か
ら
抜
粋
引
用

■
『
北
京
悠
々
館
』
の
密
室
ト
リ
ッ
ク

『
凍
っ
た
波
紋
』
の
舞
台
は
、

陳
舜
臣
さ
ん
熟
知
の
生
活
圏

『北京悠々館』いくつかの補足

■
劉
海
髪(

り
ゅ
う
か
い
は
つ)

現
在
の
「
海
外
移
住
と
文

化
の
交
流
セ
ン
タ
ー
」➔

編
集
委
員
撮
影


